
一
、
書
誌

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
昨
年
度
に
新

収
し
た
、『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
一
本
で
、「
観
世
音
御
太
夫
伝
書
」

（
全
四
巻
）
と
呼
ば
れ
る
書
物
の
、
第
四
巻
分
の
断
簡
一
巻
で
あ
る
。

本
書
は
、
紙
高
二
七
四
㎜
の
未
装
の
巻
子
本
で
あ
る
。
全
体
に
破

損
が
甚
だ
し
く
、
表
紙
も
な
く
、
外
題
・
内
題
と
も
に
欠
く
。
軸

も
な
い
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
紙
で
金
泥
山
河
草
木
絵
入
り
。
一

部
に
裏
打
ち
が
あ
る
。
冒
頭
部
の
数
行
分
が
破
損
に
よ
り
欠
失
、

途
中
も
破
損
し
て
お
り
、
現
状
は
二
巻
で
あ
る
か
に
見
え
る
が
、

実
は
一
巻
の
前
後
が
分
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
断
さ
れ

た
部
分
で
は
、
か
な
り
の
枚
数
の
料
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

現
状
で
は
、
前
半
一
八
枚
、
後
半
一
四
枚
の
、
計
三
二
枚
分
が
残

存
す
る
。
本
書
調
査
時
の
後
半
七
枚
目
は
、
後
半
一
三
枚
目
の
後

に
入
る
の
が
正
し
く
、
ま
た
同
じ
く
後
半
七
枚
目
に
直
接
続
く
べ

き
、「
鬼
の
座
し
姿
」（
見
出
し
原
文
に
な
し
）
の
説
明
文
を
含
む
料

紙
が
欠
失
す
る
。
な
お
本
文
に
は
、
朱
引
き
や
朱
の
肩
鈎
が
多
用

さ
れ
る
。
本
書
の
前
半
に
は
、
本
文
の
補
足
と
お
ぼ
し
き
、
本
文

同
筆
の
頭
注
が
二
箇
所
あ
る
。
本
書
の
後
半
に
は
、
彩
色
の
人
体

絵
図
が
あ
る
。
料
紙
の
様
態
と
筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
前
期
の
書

写
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
お
お
む
ね
草
仮
名
書
き
で
、

漢
字
で
書
く
べ
き
熟
語
な
ど
も
多
く
の
場
合
は
仮
名
書
き
で
あ
る
。
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頭
注
部
分
で
は
片
仮
名
字
体
を
多
用
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
文

中
で
は
片
仮
名
と
の
共
通
字
体
を
使
用
す
る
例
は
、
さ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
文
字
は
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
達
筆
で

は
な
い
。
草
仮
名
「
く
」（
久
）
と
「
て
」（
天
）
の
区
別
が
付
き

に
く
く
、
草
仮
名
「
け
」（
気
）
が
「
た
」（
堂
）
と
紛
ら
わ
し
い

曖
昧
な
書
体
で
書
か
れ
る
（「
堂
」
の
使
用
例
は
な
い
）、
行
頭
に
踊

り
字
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
、
な
ど
の
書
き
癖
が
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
明
白
に
誤
写
と
認
め
う
る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
、
本

書
の
大
き
な
特
長
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
本
書
は
著
者
の
自
筆
本
で

は
な
い
か
と
の
期
待
も
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
用
例
は
少
な
い

も
の
の
、
書
写
態
度
や
誤
写
の
内
容
に
不
審
も
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
本
書
が
原
本
の
様
態
を
非
常
に
よ
く
と
ど
め
た
、
善
本
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
書
の
原
装
は
不
明
で
あ
る
。
本
書
を
含
む
『
実
鑑
抄
』
系
伝

書
は
多
く
は
冊
子
本
で
あ
り
、
巻
子
本
形
態
は
珍
し
い
。
例
外
は

著
者
で
あ
る
秋
扇
翁
照
三
（
真
嶋
円
庵
）
の
奥
書
を
有
す
る
、
般
若

窟
文
庫
蔵
『
松
井
本
秋
扇
翁
型
付
』
な
ど
の
型
付
類
で
、
未
装
の

巻
子
本
で
あ
る
。た
だ
し
自
筆
本
で
は
な
く
転
写
本
な
の
で
、元
々

未
装
本
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
書
の
場
合
、

料
紙
が
立
派
す
ぎ
る
の
で
、
本
来
は
表
装
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
本
書
に
破
損
が
生
じ
た
時
期
は
不
明
で
あ

る
が
、
そ
れ
自
体
は
補
修
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
本
書

に
は
補
修
の
形
跡
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
破
損
以
前
に
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
補
修
の
際
に
、
前
述
の
錯
簡
が
生
じ
た
ら
し

い
。
本
書
は
料
紙
の
継
ぎ
目
の
部
分
に
も
本
文
が
書
か
れ
る
場
合

が
あ
り
、
補
修
の
結
果
、
継
ぎ
目
の
上
に
書
か
れ
た
文
字
が
、
料

紙
の
重
ね
具
合
が
悪
く
て
一
部
分
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
や
、

文
字
が
縦
に
二
分
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
錯
簡
の
あ
る
料
紙
は
、

た
ま
た
ま
前
後
の
継
ぎ
目
に
本
文
や
絵
図
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。
次
章
に
後
述
す
る
異
本
と
の
関
連
か
ら
は
、
か

な
り
早
い
段
階
で
、
す
で
に
前
述
の
、
現
状
後
半
部
の
七
枚
目
と

十
四
枚
目
の
間
に
あ
る
べ
き
料
紙
な
ど
、
本
文
料
紙
の
一
部
が
逸

失
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

　

本
書
の
末
尾
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

　
　

右
之
趣� ���
一
子
之
外
、
聊
不� ���
可� �
相
伝� ���
者
也
。
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右
、
書
判
之
上
而
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

秋
扇
翁
の
著
作
に
は
大
体
に
お
い
て
何
ら
か
の
仮
託
奥
書
を
持
つ

こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
内
容
も
偽
作
な
の
で
あ
る
が
、
他
の
例

で
は
、
下
間
少
進
や
細
川
忠
興
な
ど
、
江
戸
初
期
の
実
在
の
人
物

に
仮
託
し
た
相
伝
奥
書
を
、
著
者
の
仮
託
奥
書
に
続
け
る
こ
と
も

あ
り
、
場
合
に
よ
り
秋
扇
の
自
署
を
添
え
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う

し
た
相
伝
・
転
写
に
関
わ
る
仮
託
奥
書
の
な
い
、
世
阿
弥
の
仮
託

奥
書
の
み
の
本
書
の
形
態
か
ら
は
、
本
書
が
こ
の
後
の
料
紙
を
も

逸
失
し
て
い
る
の
で
は
と
の
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。

た
だ
し
四
巻
を
完
備
す
る
本
書
の
異
本
（
後
述
す
る
）
で
は
、
各
巻

末
に
右
と
類
似
の
奥
書
の
み
が
あ
っ
て
終
わ
る
形
で
あ
る
の
で
、

実
は
も
と
も
と
こ
の
形
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
、
観
世
音
御
太
夫
伝
書

　

江
戸
前
期
に
、『
舞
正
語
磨
』
な
ど
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
秋

扇
翁
の
手
に
な
る
仮
託
伝
書
の
数
々
が
、『
実
鑑
抄
』
系
の
諸
伝
書

で
あ
り
、
相
互
に
関
連
し
合
う
項
目
を
含
ん
だ
偽
書
が
、
き
わ
め

て
広
汎
に
伝
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
「『
実
鑑
抄
』

系
伝
書
と
真
嶋
円
庵
」（『
能
楽
史
新
考
』
一
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七

九
年
）
を
初
め
と
す
る
、
同
氏
ご
論
考
に
詳
し
い
。『
観
世
音
御
太

夫
伝
書
』
と
呼
ば
れ
る
の
も
そ
の
一
本
で
、
河
村
隆
司
氏
所
蔵
本

（
天
保
二
年
書
写
奥
書
の
あ
る
仮
綴
の
大
本
）
に
基
づ
く
翻
刻
が
、
す
で

に
表
氏
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
（
能
楽
資
料
集
成　

『
実
鑑
抄
系
伝

��

書
』
上
）。
こ
の
河
村
本
は
全
四
巻
の
い
わ
ゆ
る
『
観
世
音
御
太
夫

伝
書
』
の
揃
い
本
で
あ
る
。「
観
世
音
御
太
夫
」
と
は
同
書
の
奥
書

に
見
え
る
仮
託
の
呼
称
で
あ
り
、
本
書
の
巻
一
・
二
・
四
の
著
者

と
さ
れ
る
世
阿
弥
と
、
巻
三
の
著
者
と
さ
れ
る
音
阿
弥
の
肩
書
き

に
付
さ
れ
て
い
る
。
第
四
巻
冒
頭
に
、
長
谷
寺
の
観
音
の
霊
託
に

よ
り
、
観
阿
弥
以
来
観
世
の
芸
名
を
名
乗
り
、
世
阿
弥
自
身
も
観

音
よ
り
夢
中
の
伝
授
を
受
け
た
と
称
す
る
偽
説
に
基
づ
く
呼
称
ら

し
い
。

　

こ
の
『
観
世
音
御
太
夫
伝
書
』
も
、『
実
鑑
抄
』
系
諸
伝
書
と

多
く
の
点
で
記
事
の
重
な
り
合
い
が
あ
る
こ
と
は
、
伊
藤
正
義

氏
・
尾
本
頼
彦
氏
「
永
正
本
元
広
伝
書
―
翻
刻
と
研
究
―
」（『
神
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戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
一
巻
）
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
中
で
も
も
っ
と
も
遅
く
成
立
し

た
の
が
本
書
の
よ
う
で
あ
る
。『
実
鑑
抄
』
系
伝
書
の
多
く
は
、

「
観
世
音
御
太
夫
服
部
三
郎
元
広
」
な
ど
と
称
す
る
架
空
の
観
世

大
夫
に
仮
託
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
元
祖
た
る
世
阿

弥
と
そ
の
後
嗣
（
と
本
文
中
に
自
称
す
る
）
音
阿
弥
に
よ
る
執
筆
を

自
称
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
右
の
『
永
正
本
元
広
伝
書
』

が
、
世
阿
弥
の
秘
伝
を
相
伝
す
る
旨
を
述
べ
る
「
永
正
五
年
観
世

音
御
太
夫
服
部
三
郎
元
広
」
の
奥
書
を
備
え
る
例
な
ど
を
参
照
す

る
と
、
本
書
は
「
そ
れ
ら
の
伝
書
の
原
本
に
あ
た
る
世
阿
弥
の
自

著
」
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
こ
の

よ
う
に
芸
道
の
先
祖
に
仮
託
す
る
と
い
う
あ
り
方
自
体
が
、
本
書

の
後
発
性
の
証
な
の
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
極
秘
の

習
事
に
属
す
る
よ
う
な
名
目
の
秘
伝
が
少
な
か
ら
ず
収
録
さ
れ
て

い
る
の
も
、
こ
う
し
た
仮
託
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に

考
え
れ
ば
、
本
書
に
世
阿
弥
以
外
の
仮
託
奥
書
が
な
い
こ
と
に
も
、

そ
れ
な
り
の
「
合
理
性
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

�

三
、
本
学
所
蔵
本
『
観
世
音
御
太
夫
伝
書
』
断
簡

　

前
述
し
た
よ
う
に
、『
能
楽
資
料
集
成
』
に
翻
刻
さ
れ
た
河
村
本

『
観
世
音
御
太
夫
伝
書
』（
以
下
、
河
村
本
と
呼
ぶ
。
頁
数
は
『
能
楽
資

料
集
成
』
の
も
の
）
を
参
照
す
る
と
、
本
学
所
蔵
本
（
早
大
本
と
呼
ぶ
）

は
そ
の
巻
四
の
断
簡
で
あ
る
と
知
れ
る
。
従
っ
て
本
書
単
独
で
の

資
料
的
な
価
値
は
一
見
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
翻

刻
さ
れ
た
河
村
本
は
、
き
わ
め
て
多
く
の
誤
り
を
含
む
末
流
の
写

本
で
あ
る
こ
と
が
早
大
本
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、『
観
世
音
御

太
夫
伝
書
』
の
原
態
に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

う
る
点
で
、
該
本
の
価
値
は
小
さ
く
な
い
。
以
下
、『
能
楽
資
料

集
成
』
の
翻
刻
本
文
と
の
比
較
を
中
心
に
、
早
大
本
の
特
色
と
価

値
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

早
大
本
と
河
村
本
と
、
比
較
可
能
な
部
分
で
の
大
き
な
相
違
点

は
、
①
早
大
本
の
破
損
に
よ
る
欠
脱
、
②
早
大
本
の
誤
写
、
③
河

村
本
の
誤
写
と
欠
脱
、
④
両
本
相
互
の
異
文
、
⑤
早
大
本
の
錯
簡
、

⑥
河
村
本
独
自
の
錯
簡
の
、
五
種
類
が
あ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ

て
説
明
し
た
い
。

―　　―��

　

巻
四
該
当
部
分
に
お
け
る
本
書
の
欠
脱
は
、
次
の
通
り
で
あ�

る
。
巻
頭
の
「
夫
、
我
家
を
観
世
と
号
ル
事
、
佛
名
の
お
そ
れ
あ

る
と
い
へ
共
」
の
傍
線
部
が
早
大
本
は
破
損
し
て
存
在
し
な
い
。

巻
頭
に
内
題
や
巻
序
が
な
い
こ
と
は
、
河
村
本
も
同
様
ら
し
い
。

本
文
第　

条
末
尾
の
「
惣
じ
て
、
手
に
ま
ふ
も
あ
し
に
は
た
ら
く

２１

も
身
に
そ
む
く
道
理
を
皆
法
度
と
す
。
能
鍛
錬
す
べ
き
物
也
」
の

傍
線
部
以
降
、
お
よ
び
早
大
本
で
は
頭
注
の
形
で
前
条
の
上
部
に

小
書
さ
れ
る
第　

条
（
頭
注
分
）
末
尾
の
「
ミ
ナ
足
モ
ジ
ル
也
。

２２

是
ヲ
以
分
別
弁
へ
よ
と
宣
ふ
」
の
傍
線
部
以
降
、「
す
り
足
と
言
事

有
」「
順
の
扇
と
ハ
」「
す
ぐ
つ
け
扇
と
て
」「
臺
に
上
り
下
り
、

作
物
に
出
入
の
法
度
」「
船
車
ハ
」「
扇
渡
シ
之
習
」「
無
紋
之
能
と

言
事
」
の
７
箇
条
分
、
お
よ
び
「
皮
肉
骨
色
ど
り
と
云
事
」
の
前

半
部
「
水
よ
り
木
を
生
じ
て
肝
筋
を
な
す
」
の
傍
線
部
以
前
の
、

『
能
楽
資
料
集
成
』
の
頁
数
で
八
九
頁
後
ろ
か
ら
三
行
目
以
下
九

四
頁
四
行
目
途
中
ま
で
の
相
当
分
、
ま
た
絵
図
十
二
種
の
直
後
の
、

右
の
図
。
五
構
・
七
躰
は
、
悉
ク
皆
仏
教
の
印
明
に
し
て
、

太
切
な
る
梵
字
な
り
。
是
皆
観
世
音
菩
薩
の
御
示
現
な
れ
バ
、

誠
に
仰
ぐ
べ
し
。
信
ず
べ
し
。
疎
に
思
ふ
輩
は
、
仏
神
の
御

罪
を
蒙
り
、
又
信
心
の
輩
は
、
現
当
二
世
の
利
益
深
く
、
擁

護
あ
り
て
、
子
孫
繁
盛
す
る
事
疑
ひ
な
し
。
必
ず
秘
し
て
人

に
語
る
事
な
か
れ
。（
河
村
本
一
〇
九
頁
末
尾
三
行
分
）

の
全
体
も
早
大
本
の
欠
脱
で
あ
る
。
河
村
本
の
天
保
二
年
濱
荘
之

介
の
書
写
奥
書
も
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
こ
れ
は
欠
脱
で
は
な
い
。

　

本
書
の
明
ら
か
な
誤
写
は
、
前
半
部
一
七
枚
目
５
〜
６
行
目

「
礼
記
曲
礼� ���
曰
ニ

�
、�
行
ク　

� ���

不� �
挙� �
足

ト
キ
ハ

�
、�
車
輪

ヲ　

� ���
如� ���
曳�� �����
踵� ����
」
の
返

ノ 

シ 

ガ 
ク
ビ
ス 
ヲ

り
点
の
打
ち
方
（「
車
輪
ノ
如
ク
踵
ヲ
曳
ク
」
と
訓
む
べ
き
。
河
村
本
も

誤
る
）、
後
半
部
二
枚
目
５
〜
６
行
目
「
天
地
さ
か
し
ふ
（
草
体
「
満
」

を
「
婦
」
と
書
く
）
に
な
し
た
る
」、
同
じ
く
九
枚
目
絵
図
の
直
後

「
右
は
、
何
に
て
も
、
上
に
う
ち
か
け
た
る
物
を
き
た
時
（「
き
た

る
時
」
の
誤
）
の
立
す
が
た
也
」
の
、
以
上
三
例
で
、
ほ
と
ん
ど
誤

写
と
お
ぼ
し
き
例
が
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
誤
写
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
前
半
五
枚
目
後
ろ
か
ら
２
行
目
行
頭
と
、
後

半
二
枚
目
９
行
目
行
頭
と
に
、
踊
り
字
（� �

）
を
用
い
る
例
が

見
ら
れ
る
。
行
頭
で
の
踊
り
字
使
用
は
、
近
代
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
不
正
規
表
記
で
あ
る
が
、
た
ん
な
る

機
械
的
な
書
写
の
結
果
に
し
て
は
、
反
面
明
ら
か
な
誤
写
の
例
が
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少
な
い
。
ま
た
前
半
十
七
枚
目
「
逆
の
あ
し
と
て
き
ら
ふ
事
」
の

条
に
見
え
る
「
も
じ
り
」「
も
じ
る
」
は
仮
名
遣
い
を
誤
る
（
河
村

本
は
「
も
ぢ
り
」「
も
ぢ
る
」）。
た
だ
し
い
ず
れ
の
例
も
江
戸
前
期
に

は
起
こ
り
得
ぬ
誤
表
記
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

河
村
本
の
誤
写
・
欠
脱
は
、
大
規
模
な
も
の
は
な
い
。
や
や
大

き
な
誤
脱
部
分
の
指
摘
を
中
心
と
し
、
誤
写
に
つ
い
て
は
若
干
の

例
を
掲
げ
る
に
止
め
た
い
。
ま
ず
や
や
大
規
模
な
誤
脱
と
し
て
、

以
下
の
三
例
を
掲
げ
る
。
八
八
頁
の
「
か
は
る
足
と
言
習
あ
り
」

の
条
、
４
行
目
「
ま
た
左
り
へ
廻
り
二
つ
つ
ゞ
く
時
ハ
、
左
足
を

右
へ
ふ
ミ
越
て
、
左
足
一
つ
ふ
ミ
、
左
足
を
引
て
、
面
を
切
、
左

へ
廻
ル
也
」
の
傍
線
部
が
な
く
、「
左
足
に
て
」
と
意
味
不
通
の
文

章
に
な
る
。
一
〇
六
頁
の
「
鬼
の
座
し
姿
」
の
直
後
の
文
章
２
行

分
（
実
は
錯
簡
の
結
果
の
誤
入
）
の
末
尾
「
太
夫
の
な
り
と
知
る
べ
し
。

あ
し
の
ひ
ら
き
ハ
前
と
お
な
じ
」
の
傍
線
部
が
な
い
。
一
〇
九
頁

絵
図
の
説
明
「
か
た
手
を
さ
し
の
べ
て
、
む
ね
の
ま
ん
中
よ
り
、

ゆ
び
さ
き
ま
で
寸
と
り
て
、
則
其
寸
を
両
へ
ひ
ら
き
た
る
う
で
く

び
に
を
し
あ
て
ゝ
、
其
寸
の
ひ
ろ
さ
に
、
両
の
手
を
ひ
ら
く
べ
し
」

の
全
文
が
な
い
。

　

次
に
誤
写
や
小
規
模
な
誤
脱
の
例
を
若
干
掲
げ
る
。
八
五
頁　
１２

行
目
（
沓
冠
の
習
の
条
）「
譬
ば
芭
蕉
ハ
序
破
之
破
の
位
の
能
也
」

と
あ
る
傍
線
部
が
河
村
本
に
欠
脱
す
る
。『
実
鑑
抄
』
系
の
他
伝
書

に
見
え
る
記
事
（
二
四
七
頁
）
に
よ
れ
ば
早
大
本
が
本
来
形
。
八
七

頁
８
行
目
「
祝
言
の
理
也
と
云
」
の
傍
線
部
が
河
村
本
に
は
な
い

が
、
こ
こ
は
「
当
家
（
の
）
宗
観
が
曰� ���
」
と
し
て
始
ま
る
文
章

（
ク
）

の
結
び
に
当
た
っ
て
お
り
、
河
村
本
の
誤
脱
で
あ
る
。
八
九
頁
７

行
目
「
寛
永
五
戊
辰
年
三
月
三
日
、
織
田
信
長
公
御
相
伝
」
と
あ

る
傍
線
部
、
早
大
本
は
「
織
田
ノ
常
信
公
」
と
あ
り
河
村
本
の
誤

写
で
あ
る
。
な
お
こ
の
条
は
補
足
的
内
容
を
挿
入
し
た
一
条
で
、

早
大
本
で
頭
注
に
な
っ
て
い
る
の
が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
九
五

頁
「
御
陣
・
廟
の
祭
り
」
の
条
な
ど
に
あ
る
「
御
之
字
」
は
、
早

大
本
で
は
す
べ
て
「
御
の
書
」「
御
之
書
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ

ち
ら
が
本
来
の
形
で
あ
る
。
九
六
頁
２
行
目
「
物
音
を
さ
せ
ぬ
れ

ば
、
其
能
必
不
吉
に
成
ぞ
と
御
示
現
の
お
も
む
き
也
」
の
傍
線
部

は
早
大
本
に
の
み
あ
り
、河
村
本
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
。一
〇
三
頁
・

一
〇
四
頁
の
絵
図
に
は
両
腕
と
両
乳
の
間
か
、
ま
た
は
両
手
首
の

間
、
お
よ
び
両
足
の
間
に
線
が
引
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
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が
な
い
の
も
、
河
村
本
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
。

　

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
に
わ
か
に
は
判
別
で
き
な
い
よ
う
な
、
両

本
相
互
の
異
文
は
少
な
く
な
い
。
河
村
本
の
漢
字
表
記
が
早
大
本

で
は
草
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
例
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
一
々

注
さ
な
い
。
た
だ
し
仏
教
語
な
ど
の
難
解
な
専
門
語
や
一
般
語
で

も
、
比
較
的
漢
字
に
戻
し
や
す
い
言
葉
を
仮
名
化
し
た
も
の
が
多

く
、
能
の
術
語
や
著
者
の
造
語
と
お
ぼ
し
き
語
な
ど
、
内
容
理
解

に
必
須
の
語
は
、
特
殊
な
も
の
で
も
漢
字
表
記
で
あ
る
。
早
大
本

の
表
記
が
本
来
の
姿
を
留
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

早
大
本
前
半
部
一
枚
目
「
服
部
の
な
に
が
し
た
り
し
が
、
男
子

を
一
人
ま
ふ
く
。
三
歳
の
時
、
春
日
の
御
し
ん
ち
よ
く
と
し
て
」

と
あ
る
傍
線
部
が
、
河
村
本
八
一
頁
で
は
「
此
子
三
歳
の
時
」
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
早
大
本
の
誤
脱
の
可
能
性
も
あ
る
。
同
じ

く
一
枚
目
「
父
も
是
に
お
ど
ろ
き
、
母
も
い
か
に
せ
ん
と
な
げ
き

か
な
し
め
る
ま
ゝ
に
」
が
、
河
村
本
同
頁
で
は
「
父
母
是
に
驚
き

い
か
に
…
…
」
と
な
る
。
二
枚
目
「
永
享
四
暦
壬
子
の
年
の
二
月
、

十
五
夜
・
十
六
夜
両
日
の
夜
の
事
な
る
に
」
が
、
河
村
本
同
頁
で

は
「
永
享
四
壬
子
年
二
月
十
五
日
夜
・
十
六
日
夜
、
両
夜
の
事
な

る
に
」
と
な
る
。
七
枚
目
「
天
陣
・
地
陣
・
人
陣
」
が
、
河
村
本

八
三
頁
で
は
「
人
陣
」
が
な
い
。
十
二
枚
目
「
ふ
ミ
留
る
一
声
ハ
」

の
条
が
頭
注
の
形
式
で
あ
る
が
、
河
村
本
八
六
頁
で
は
本
文
の
ま

ま
。
こ
れ
は
早
大
本
が
本
来
形
の
可
能
性
が
強
い
。
一
五
枚
目

「『
…
…
陽
の
大
気
と
申
』
と
い
ひ
し
、
尤
と
こ
そ
覚
る
な
れ
」
が
、

河
村
本
八
七
頁
で
は
「
…
…
と
云
し
が
、
尤
と
覚
る
也
」
と
な
る
。

後
半
十
三
枚
目
（
七
枚
目
に
誤
入
さ
れ
て
い
た
料
紙
）
の
「
お
と
こ
の

座
し
す
が
た
」
の
説
明
の
「
さ
う
が
ゝ
り
に
か
ゝ
り
、
弓
馬
の
こ

し
づ
く
り
、
よ
き
也
」
の
傍
線
部
が
、
河
村
本
一
〇
一
頁
に
は
な

い
。
お
そ
ら
く
は
誤
脱
で
あ
ろ
う
。
世
阿
弥
の
仮
託
奥
書
の
末
に

あ
る
注
記
「
右
書
判
之
上
而
朱
印
あ
り
」
が
、
河
村
本
一
一
〇
頁

で
は
「
右
書
印
之
上
ニ
朱
印
二
ツ
有� �
之
」
と
あ
る
。
河
村
本
巻

一
・
巻
二
は
「
右
」
が
な
い
他
は
こ
れ
と
同
文
、
巻
三
は
「
ニ
」

が
「
而
」
に
な
り
、「
二
ツ
」
が
な
い
。

　

早
大
本
の
錯
簡
に
つ
い
て
は
、
本
稿
冒
頭
に
説
明
し
た
。
早
大

本
後
半
第
七
紙
は
、
本
来
は
第
十
三
紙
で
あ
る
。
現
在
は
正
し
い

位
置
に
直
し
て
あ
る
。
こ
の
本
来
の
第
十
三
紙
の
後
に
は
、
少
な

く
と
も
料
紙
が
一
枚
欠
け
て
お
り
、
そ
こ
に
は
第
十
三
紙
の
末
尾
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の
絵
図
「
鬼
の
座
し
姿
」
の
説
明
文
に
始
ま
り
、
河
村
本
一
〇
九

頁
に
あ
る
「
五
構
・
七
体
」
に
つ
い
て
の
結
び
の
一
文
で
終
わ
る

内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
河
村
本
は
こ
の
「
五
構
・
七
体
」
説
の
全
体
に

わ
た
り
、
該
本
単
独
で
は
現
状
の
復
元
が
不
可
能
な
ほ
ど
に
錯
簡

が
あ
り
、
五
構
図
・
七
体
図
の
配
列
が
乱
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
図
と
説
明
文
と
の
不
整
合
も
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
正

し
く
は
次
の
よ
う
な
配
列
に
な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　

１　

九
七
頁
１
行
目
五
構
之
事
〜
４
行
目
「
鍛
錬
す
べ
し
」

　

２　

一
〇
三
頁
４
行
目
絵
図
説
明
〜
一
〇
四
頁
末
尾

　

３　

一
〇
六
頁
絵
図
の
直
後
二
行
分
〜
一
〇
九
頁
絵
図

　

４　

一
〇
二
頁
全
体

　

５　

九
七
頁
絵
図
〜
一
〇
一
頁
末
尾

　

６　

一
〇
五
頁
〜
一
〇
六
頁
絵
図

　

７　

一
〇
九
頁
絵
図
直
後
の
末
尾
３
行
分

　

８　

九
六
頁　

行
目
「
序
之
序
な
し
」
以
下
末
尾
４
行
分

１０

こ
れ
が
河
村
本
で
は
、
８
・
１
・
５
・
４
・
２
・
６
・
３
・
７
の

順
で
並
ん
で
い
る
わ
け
で
、
し
か
も
絵
図
と
説
明
文
の
前
後
の
位

置
関
係
は
、
内
容
が
正
し
く
対
応
し
て
い
る
場
合
で
も
、
早
大
本

と
相
違
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
８
の
「
序
破
急
」
説
は
ど

こ
に
置
い
て
も
落
ち
着
き
の
悪
い
説
で
あ
る
が
、
早
大
本
で
は
世

阿
弥
仮
託
奥
書
と
同
じ
料
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い

位
置
な
の
で
あ
ろ
う
。
早
大
本
に
は
欠
け
て
い
る
「
五
構
・
七
体
」

説
の
結
び
の
文
章
に
続
き
、
分
量
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
「
序
破

急
」
の
前
説
に
あ
た
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

早
大
本
は
既
述
の
ご
と
く
、
錯
簡
部
分
以
外
の
大
半
の
料
紙
は

継
ぎ
目
に
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
形
か
ら
河
村
本
の
よ
う

な
錯
簡
が
生
じ
る
可
能
性
は
な
く
、
河
村
本
の
錯
簡
は
、
早
大
本

と
は
無
関
係
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
両
本
が
直

接
の
親
子
関
係
に
あ
る
可
能
性
は
な
い
。
こ
れ
は
両
本
の
相
互
に

多
く
存
在
す
る
異
文
の
様
態
か
ら
も
、
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

右
に
掲
げ
た
６
の
末
尾
に
当
た
る
「
鬼
の
座
し
姿
」
の
説
明
文

を
欠
く
こ
と
は
、
早
大
本
と
河
村
本
と
で
共
通
す
る
。
同
じ
絵
図

が
早
大
本
で
も
錯
簡
料
紙
の
末
尾
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
ん
な
る

偶
然
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
部
分
が
欠
脱
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
欠
脱
が
、
両
本
の
親
本
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
で
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あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
本
の
親
本
も
巻
子
本

で
あ
っ
て
、
一
部
の
料
紙
が
逸
失
し
た
後
に
早
大
本
が
成
立
し
、

ま
た
そ
の
親
本
を
冊
子
本
の
形
で
書
写
し
た
末
流
の
本
が
河
村
本

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
河
村
本
の
錯
簡
が
親
本
か
ら

分
岐
し
た
後
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

親
本
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
河
村
本
の
異
文
の

多
く
は
、
後
人
の
意
改
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
の
早
大
本
は
、
形
態
的
に
も
親
本
と
同
様
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
親
本
で
あ
る
秋
扇
翁
自
筆
本
に
限
り
な
く
近
い
本
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
る
。
早
大
本
は
巻
四
の
み
の
残
欠
本
で
、
し
か
も
断

簡
に
過
ぎ
な
い
が
、
誤
写
の
極
め
て
少
な
い
善
本
で
あ
り
、
著
者

自
筆
本
の
姿
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
点
で
、
非
常
に
価
値
の
高
い
資

料
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　　
【
凡
例
】

一
、
本
文
通
り
の
字
配
り
と
し
、
料
紙
の
継
ぎ
目
直
前
の
行
の
下
部
に
、

料
紙
の
番
号
を
振
っ
た
。
た
だ
し
前
半
と
後
半
と
は
通
し
番
号
に
し
な

か
っ
た
。
継
ぎ
目
の
上
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
該
当
行
の

下
部
に
《　

》
で
囲
ん
だ
番
号
を
示
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
【　

】

を
用
い
た
。

一
、
本
文
中
に
見
え
る
片
仮
名
字
体
と
同
形
の
草
仮
名
は
、
原
則
的
に
す

べ
て
片
仮
名
に
統
一
し
た
。

一
、
本
文
中
の
朱
引
き
・
朱
鈎
の
類
は
省
略
し
た
。

一
、
朱
で
補
入
さ
れ
た
文
字
が
前
半
十
三
枚
目
の
本
文
中
に
一
例
の
み
あ

る
が
、
そ
れ
は
該
部
分
を
〈　

〉
で
囲
ん
で
示
し
た
。

一
、
適
宜
濁
点
・
句
読
点
・
カ
ギ
括
弧
を
補
っ
た
。
原
本
に
は
ま
れ
に
仮

名
に
朱
の
濁
点
を
使
用
し
、
校
訂
者
の
付
し
た
も
の
と
区
別
が
不
可
能

と
な
っ
た
が
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
し
た
。

一
、
本
文
中
に
（　

）
で
囲
ん
だ
の
は
、
す
べ
て
校
訂
者
の
注
記
で
あ
る
。

一
、
破
損
に
よ
る
欠
字
は
字
数
分
の
□
で
示
し
た
。

一
、
頭
注
二
箇
所
は
二
字
下
げ
に
よ
り
示
し
、
改
行
部
は
／
で
示
し
た
。

一
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
類
は
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
そ
の
後
補
修
を
加
え
ら
れ
、
現
状
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
後
二
巻
仕
立
て
の
巻
子
本
、
牙
軸
、
料
紙
に
は
裏
打
ち

が
な
さ
れ
、
花
菱
襷
紋
の
緞
子
表
紙
に
紫
色
の
帯
を
補
う
。
桐
箱
入
り
。

な
お
後
巻
第
七
表
紙
の
錯
簡
を
正
し
て
第
十
三
紙
の
後
に
位
置
せ
し
め

て
あ
る
。
各
料
紙
の
紙
幅
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

前
半
①　

�
、
②　

�
、
③　

�
、
④　

�
、
⑤　

�
、
⑥　

�
、
⑦

���

���

���

���

���

���

　

�
、
⑧　

�
、
⑨　

�
、
⑩　

�
、
⑪　

�
、
⑫　

�
、
⑬　

���

���

���

���

���

���

���

�
、
⑭　

�
、
⑮　

�
、
⑯　

�
、
⑰　

�
、
⑱　

�
。

���

���

���

���

���

後
半
①　

�
、
②　

�
、
③　

�
、
④　

�
、
⑤　

�
、
⑥　

�
、
⑧

���

���

���

���

���

���

　

�
、
⑨　

�
、
⑩　

�
、
⑪　

�
、
⑫　

�
、
⑬　

�
、
⑦　

���

���

���

���

���

���

���

�
、
⑭　

�
。

���

（
た
け
も
と　

み
き
お　

文
学
部
教
授
）
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【
翻　

刻
】

（
前
欠
）　
　
　
　
　
　
　
　
　�
□�
と　　
　
　
　
　
　
　
　
の
お

（
世
）

そ
れ
あ
り
□
い
へ
共
、
初
瀬
の
観
世
音
の
御
じ
げ
ん
に

て
、
父
観
阿
弥
よ
り
こ
の
か
た
、
付
所
の
名
な
り
。
先

祖
は
、
服
部
の
な
に
が
し
た
り
し
が
、
男
子
を
一
人

ま
ふ
く
。
三
歳
の
時
、
春
日
の
御
し
ん
ち
よ
く
と
し
て
、

申
楽
之
神
職
に
な
る
べ
し
と
の
御
た
く
せ
ん
あ
り
。

然
ど
も
二
お
や
是
を
さ
ら
に
も
ち
ひ
ざ
り
し
か
ば
、

其
子
、
則
死
。
次
の
子
に
又
御
た
く
あ
り
。
是
も
な
を

も
ち
ひ
ざ
り
し
か
ば
、
又
其
子
も
死
。
三
男
二
歳
の
時
、

口
ば
し
り
て
云
、「
神
に
邪
儀
な
し
。
人
に
う
た
が
ひ

あ
り
。
う
む
と
も� �

し
そ
ん
た
え
ぬ
べ
し
」
と
云
て
、

な
き
く
る
ひ
た
れ
ば
、
父
も
是
に
お
ど
ろ
き
、
母
も
い

か
に
せ
ん
と
な
げ
き
か
な
し
め
る
ま
ゝ
に
、
此
上
ハ
と
て
、

御
し
ん
た
く
に
ま
か
せ
て
、
則
申
楽
に
座
す
。
同
三

歳
の
時
、
又
か
さ
ね
て
御
し
ん
た
く
あ
り
。「
初
瀬
の

観
世
音
に
さ
ん
ら
う
す
べ
し
。
か
の
子
に
名
を
つ
け�

【
１
】

む
」
と
也
。
つ
げ
に
ま
か
せ
て
初
瀬
□
ま
ふ
で
て
、
よ
も

す
が
ら
通
夜
を
し
け
る
に
、
夜
し
ん
こ
う
に
な
り

て
、
い
か
成
人
に
や
あ
り
け
ん
、
い
づ
く
共
な
く

老
人
一
人
、
こ
つ
ぜ
ん
と
来
り
給
ひ
て
、「
此
子
末

代
の
芸
能
の
ち
や
う
上
と
し
て
、
し
そ
ん
は
ん

じ
や
う
た
る
べ
し
。
名
を
観
世
と
よ
ぶ
べ
し
」
と

か
た
り
て
、
行
か
た
し
ら
ず
き
え
う
せ
給
ひ
ぬ
。
是

則
、
観
世
音
の
御
じ
げ
ん
と
し
ん
じ
、
そ
れ

よ
り
し
て
、
名
を
観
世
と
号
。
観
阿
弥
が
事

也
。
永
享
四
暦
壬
子
の
年
の
二
月
、
十
五
夜
・
十
六
夜

両
日
の
夜
の
事
な
る
に
、
夢
中
に
び
ん
づ
ら
ゆ

ふ
た
る
ど
う
じ
二
人
、
そ
れ
が
し
が
前
に
来
り

給
ひ
、「
な
ん
ぢ
初
瀬
の
観
音
に
参
る
べ
し
。
仏
曲

を
つ
た
へ
べ
し
」
と
也
。
ゆ
め
さ
め
、
是
を
あ
ん
じ
見

る
に
、
た
だ
ご
と
に
あ
ら
ず
と
お
も
ひ
、
則
、
初
瀬
の
観

音
に
ら
う
き
よ
し
、
一
百
日
の
間
、
無
念
無
食
の

ぎ
や
う
を
な
し
、
一
心
不
乱
に
観
世
音
の
ミ
や
う
ご
う�

【
２
】

を
と
な
へ
奉
る
。
其
間
、
ゆ
め
に
も
あ
ら
ず
、
う
つ
ゝ
に
も

―　　―��

な
く
、
五
六
歳
な
る
御
ち
ご
の
、
見
め
か
た
ち
筆
に
も

つ
く
し
が
た
き
が
、
い
た
ゞ
き
を
ほ
う
じ
ゆ
の
な
り
に
ゆ
ひ
、

四
は
う
の
び
ん
づ
ら
ハ
う
ち
ミ
だ
し
た
る
が
、
仏
前
の

き
ち
や
う
を
ひ
ら
き
、
な
い
じ
ん
よ
り
出
給
ひ
て
、「
な
ん

ぢ
が
ぎ
や
う
は
う
今
ハ
た
ん
ぬ
。
此
上
は
仏
神
三
宝

の
ミ
や
う
り
に
か
な
ふ
ぶ
き
よ
く
を
つ
た
へ
べ
し
」

と
て
、
三
十
三
身
の
御
め
う
た
い
・
仏
ミ
や
う
の
か
た
ち

を
う
つ
し
、
ゑ
な
ら
ぬ
ふ
う
け
い
を
こ
と� �

く
さ
う

で
ん
し
給
ひ
、「
我
は
是
、
救
世
観
音
也
。
な
ん
ぢ
必
々

し
そ
ん
一
子
の
外
、
こ
の
極
位
を
つ
た
ゆ
る
事
な
か

れ
。
こ
れ
を
も
て
あ
そ
び
、
是
を
ま
な
べ
る
し
ゆ
じ
や
う

は
、
げ
ん
世
あ
ん
を
ん
に
ま
も
り
、
後
生
ぶ
つ
く
わ
に

至
ら
ん
」
と
、
せ
い
や
く
を
な
し
給
ふ
御
事
也
。
家
の

能
と
定
お
く
三
十
三
番
は
、
い
さ
ゝ
か
予
が
作
に

あ
ら
ず
、
観
世
音
の
御
さ
う
で
ん
、
一
字
一
様
を
も

（
料
紙
左
端
の
墨
、「
た
か
」
と
接
続
せ
ず
）

た
が
ゑ
じ
。�

《
３
》

一
、�

身
は
心
に
ひ
か
る
ゝ
物
な
れ
ば
、
理
を
た
ゞ

す
人
な
ら
で
は
、
身
に
な
す
わ
ざ
、
し
ほ
ら
し

か
ら
ず
。
然
ば
能
は
理
を
舞
な
ら
ふ
て
、
所

作
に
な
す
事
也
。
理
あ
し
く
し
て
は
、
所
作

に
成
が
た
し
。
さ
れ
ば
と
て
、
所
作
あ
し
く

し
て
ハ
、
理
に
又
か
な
ひ
が
た
し
。
所
作
よ
り
理

に
か
な
ひ
、
理
よ
り
所
作
を
な
す
芸
を
、
し
ん

の
能
し
と
は
ゆ
ふ
な
り
。

一
、�

有
の
目
付
と
云
事
あ
り
。
な
き
物
を
あ
る
に

立
る
也
。
た
と
へ
ば
、
相
生
の
松
ハ
舞
台
に
ハ
な
け

れ
共
、
橋
が
ゝ
り
に
て
ふ
ミ
と
む
る
足
の
時
、
あ
り
所

を
見
定
お
き
て
、
鼓
打
切
、
一
つ
こ
ひ
あ
ふ
内
に
、

つ
れ
の
方
に
む
か
ひ
あ
ふ
て
、
大
鼓
の
し
づ
め
頭
に
て
、

又
あ
ゆ
ミ
よ
り
、
ふ
ミ
す
へ
て
、「
高
砂
の
、
松
の
春
風

ふ
き
く
れ
て
」
と
う
た
ふ
事
を
、
習
の
紋
と
す
。
初

に
松
を
さ
ら
に
見
ず
し
て
、
そ
の
ま
ゝ
つ
れ
と
む�

【
４
】

か
ひ
合
、
い
づ
れ
の
松
の
風
と
も
し
ら
ず
、
只
す
い
り
や

う
に
、「
高
砂
の
松
の
春
風
」
と
う
た
ハ
ん
事
ハ
、
誠
に

れ
う
じ
な
る
事
な
ら
ず
や
。
是
に
よ
つ
て
、
初
終
、
其

所
を
高
砂
の
松
に
さ
だ
め
見
る
。
脇
も
狂
言
も
同
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前
に
、
太
夫
の
見
た
る
所
に
心
を
付
て
、
其
所
を
見

る
ゆ
へ
に
、
無
之
物
を
有
に
立
る
に
よ
つ
て
、
有
の
目

付
と
ハ
号
也
。
頼
政
の
扇
の
し
ば
、
軒
端
梅
の
花

の
も
と
、
い
づ
れ
も
か
や
う
の
類
、
同
事
也
。

一
、�

無
之
目
付
と
云
事
あ
り
。
た
と
へ
ば
、
自
然
居
士
の
船

を
尋
、
百
万
の
か
け
り
に
子
を
尋
る
様
な
る
能

の
た
ぐ
ひ
に
あ
る
事
也
。
ま
づ
自
然
居
士
ハ
、「
身
を
す

て
人
を
た
す
く
べ
し
」
と
て
、
と
る
物
も
と
り
あ
へ
ず
、

い
そ
ぐ
心
を
し
て
、
橋
が
ゝ
り
へ
行
。
扨
、
水
海
の
沖
を

は
る
か
に
見
渡
し
た
る
体
を
す
る
。
爰
ま
で
ハ
、
大
・
小

の
鼓
も
せ
り
か
け
て
は
や
さ
せ
て
、
其
内
に
次
第

� �

に
ち
か
く
あ
ゆ
ミ
よ
る
や
う
に
し
て
、
な
ぎ
さ

�
□
□�
船
か
ず
お
ほ
く
あ
る
や
う
に
、
あ
れ
か
是
か
と
見�

《
５
》

（
に
は
カ
）

る
体
を
す
る
所
を
、
鼓
も
し
め
付
ひ
か
へ
う
た
せ

て
、
や
が
て
あ
た
り
に
あ
る
船
を
な
き
や
う
に
仕
舞

な
し
て
、
打
あ
ぐ
ミ
た
る
し
か
た
を
す
る
所
、
是
、
無
之

目
付
と
云
物
也
。
扨
、
や
れ
爰
に
あ
り
け
る
よ
と
、

し
か
と
見
お
ふ
せ
、「
な
ふ� �

其
船
」
と
う
た
ひ
出
す

体
、
か
ん
よ
う
也
。
扨
、
百
万
の
曲
舞
、
お
ハ
り
に

「
あ
ら
我
子
こ
ひ
し
や
」
と
な
く
ハ
、
狂
女
の
本

意
に
あ
ら
ず
。
本
心
の
人
に
似
た
り
。
爰
ハ

鼓
も
も
ミ
合
て
、
手
が
ら
を
は
や
す
所
な
れ

ば
、
な
く
仕
舞
ハ
ふ
つ
が
ふ
也
。
我
子
こ
ひ
し

き
と
お
も
ふ
に
付
て
、
い
と
ゞ
心
も
き
や
う
ら
ん

し
て
、
く
る
ふ
事
こ
そ
本
意
な
れ
。
扨
此
か
け

り
は
、
子
を
尋
る
し
か
た
を
す
る
所
な
れ
ば
、
ま

づ
く
る
ひ
ミ
だ
れ
出
し
て
、
又
切
て
つ
ぎ
た
る
が
ご

と
く
に
、
本
心
に
な
り
た
る
や
う
に
、
見
物
の
し
ゆ

（
料
紙
左
端
の
墨
ア
ト
、
次
行
と
接
続
せ
ず
）

人
の
中
を
、
心
を
し
づ
め
て
よ
く
見
わ
た
し�

【
６
】

す
る
と
知
べ
し
。

一
、�

よ
ろ
づ
わ
き
能
を
以
て
祝
言
を
む
す
ぶ
べ
し
。
陰

陽
和
合
の
理
、
ミ
な
わ
き
能
に
し
る
す
。
太
夫
と
つ

れ
と
立
か
ハ
る
時
、
初
の
か
ハ
り
ハ
、
つ
れ
、
太
夫
の
う
し

ろ
を
と
を
り
、
右
に
立
て
三
か
く
を
合
す
べ
し
。
後

の
立
か
ハ
り
ハ
、
つ
れ
、
太
夫
の
前
を
と
を
り
て
、
左
り

に
座
す
事
と
知
べ
し
。
立
む
か
ひ
立
か
ハ
り
、
左
リ

―　　―��

に
な
り
右
に
な
る
事
ハ
、
天
陣
・
地
陣
・
人
陣
の
理

に
て
、
太
夫
を
天
に
か
た
ど
り
、
つ
れ
を
六
気
に

表
す
。
陰
を
お
ふ
て
陽
を
い
だ
く
と
云
事
あ
り
。

或
ハ
立
、
或
ハ
座
し
、
或
ハ
う
ご
き
、
或
ハ
あ
ゆ
み
、
或
は

臥
し
、
或
ハ
ま
は
り
、
事
に
よ
り
物
に
よ
り
、
印
明
の

道
理
も
あ
り
、
諸
礼
・
諸
楽
・
文
武
の
ミ
ち
の
本

意
本
文
に
あ
た
る
時
も
あ
り
、
こ
と� �

く
観
世

音
の
御
相
伝
の
お
も
む
き
な
れ
ば
、
爰
を
以
て

行
歩
必
中� ���
規
矩� ���
事
を
わ
き
ま
へ
、
何
事
に
も
法�

【
７
】

ル 

ニ

度
あ
る
ぞ
と
、
よ
く� �

心
に
し
ん
を
と
り
て
、
ち
が

ゆ
る
事
な
く
、
や
ぶ
る
事
な
か
れ
。

一
、�

ま
づ
謡
を
よ
く
う
た
ふ
べ
し
。
し
つ
ね
ん
な
く
謡
を

よ
く
う
た
ひ
、
そ
れ� �

の
さ
う
お
う
、
声
こ
と
ば
の
く
ら

ゐ
を
し
り
ぬ
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
能
ハ
上
る
也
。
扨
、
舞

至
り
て
後
に
、
目
至
る
也
。
目
至
り
て
後
に
、
智
至
る
。

智
至
る
と
云
ハ
、
お
き
て
さ
は
う
を
知
事
也
。
法
を
や

ぶ
り
舞
事
ハ
、
仏
神
の
御
内
意
に
か
な
ハ
ざ
る

ゆ
へ
を
以
て
、
ゆ
め
に
似
た
る
芸
に
て
、
し
ん
じ
つ
に
あ

ら
ず
。
吉
も
不
吉
に
な
る
事
也
。

　
　
　

序
・
破
・
急
之
次
第

一
、�

序
の
位
―
序
の
つ
ま
り
―
序
の
破

一
、�

破
の
位
―
破
の
つ
ま
り
―
破
の
急

一
、�

急
の
位
―
急
の
つ
ま
り
―
急
の
急

右
九
段
に
わ
く
る
事
、
九
よ
う
九
し
き
を
か
た
ど
り
、

九
ぼ
ん
の
浄
土
を
表
せ
し
事
也
。
弟
子
に
ハ
三
九

廿
七
段
に
わ
け
て
伝
べ
き
者
也
。�

《
８
》

一
、�

体
用
之
習
と
云
事
あ
り
。
体
を
た
し
か
に
し
て
、

用
を
す
く
ふ
儀
也
。
た
と
へ
ば
江
口
に
、「
花
よ
も
ミ
ぢ

よ
、
月
雪
の
ふ
る
事
も
」
と
云
所
ハ
、
ミ
な
用
な
り
。

花
も
も
ミ
ぢ
も
月
も
雪
も
、
是
、
体
の
有
物

な
れ
共
、「
あ
ら
よ
し
な
や
」「
か
り
の
や
ど
」
ゝ
い
ハ
ん

た
め
の
云
か
け
な
れ
ば
、
用
と
定
て
仕
舞
は

な
し
。
か
や
う
の
所
を
、
げ
に� �

敷
面
を
き
り
、
よ

せ
ひ
を
す
る
を
、
ゆ
め
に
似
た
る
し
か
た
と
て
、
し
ん

じ
つ
の
能
じ
や
に
せ
ず
。「
あ
ら
よ
し
な
や
」「
か
り

の
や
ど
」
ゝ
云
所
は
、
か
た
ち
な
け
れ
共
、
か
ん
じ
ん
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の
文
句
な
れ
ば
、
是
を
則
、
体
と
号
し
、
げ
に� �

し
く
た
し
か
に
す
る
也
。
或
ハ
柏
崎
に
、「
ふ
れ
ど
も

つ
も
ら
ぬ
あ
は
雪
」
と
、
ま
こ
と
の
雪
の
ふ
り
か
ゝ
る

を
見
る
や
う
に
す
る
ハ
、
用
也
。「
あ
さ
の
」
と
い
ハ
ん
云
か
け

な
れ
ば
、
初
の
「
雪
」
を
仕
舞
な
く
、
後
の
「
あ
さ
の
」

を
た
し
か
に
見
べ
し
。
殊
に
後
に
「
九
ぼ
ん
れ
ん�

【
９
】

だ
い
の
花
ち
り
て
」
と
、
ち
る
花
の
文
句
あ
れ
ば
、
ま

づ
初
に
こ
れ
あ
し
し
。
後
の
花
の
賞
翫
な
け

れ
ば
、
初
よ
り
分
別
有
べ
し
。
此
心
も
ち
、
柏
崎
一

番
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
よ
ろ
づ
の
能
も
、
初
よ
り
後

の
仕
舞
を
よ
く
す
る
も
の
也
。
惣
じ
て
柏
崎
と

松
か
ぜ
の
物
ぎ
と
ハ
、
う
ら
表
の
な
ら
ひ
あ
り
。
柏

崎
の
物
ぎ
の
出
し
ハ
、「
あ
ら
い
と
ふ
し
や
」
と
は
る
声

な
れ
ば
、
鼓
、
こ
ひ
あ
ふ
大
鼓
の
、
お
つ
に
ひ
つ
付
て
、
謡

出
す
。
松
風
の
物
ぎ
の
出
し
は
、「
ミ
つ
せ
が
わ
」
と
め
る

声
な
れ
ば
、
鼓
、
こ
ひ
合
小
鼓
の
、
か
ん
に
ひ
つ
付
て
、
謡

出
す
。
か
や
う
の
習
、
物
毎
に
あ
り
。

一
、�

く
つ
か
ぶ
り
の
習
と
云
事
あ
り
。
大
・
小
の
鼓
を

う
つ
に
、
脇
の
次
第
の
位
を
よ
く
心
に
お
さ
め
、
或
ハ

次
第
の
な
き
能
な
ら
ば
、
道
行
の
位
を
か
ん
が

へ
打
て
、
扨
脇
な
を
り
て
、
或
ハ
一
せ
い
、
或
ハ
次
第
、

何
に
て
も
其
間
ハ
位
さ
だ
ま
ら
ず
、
我
物
に
は
や

し
て
、
扨
太
夫
出
て
、
謡
出
す
前
に
、
初
の
脇
の�

《　

》
��

道
行
の
位
を
わ
す
れ
ず
、
か
へ
ず
、
其
位
に
打
て
、
太

夫
に
わ
た
す
。
扨
太
夫
も
、
其
位
を
よ
く
覚
、
わ
す
れ

ず
お
き
て
、
た
と
へ
ば
芭
蕉
は
、
序
破
之
破
の

位
の
能
也
。
初
の
次
第
ハ
序
の
位
な
れ
ば
、
其
一

ば
ひ
に
は
や
き
位
を
、
破
の
位
と
号
る
ゆ
へ
に
、

中
入
之
時
、
破
之
位
に
う
た
ひ
、
仕
舞
て
、
入
物
な
り
。

扨
其
中
入
之
位
を
又
、
脇
よ
く
覚
、
わ
す
れ
ず
お

き
て
、
あ
ひ
の
う
た
ひ
を
其
位
に
、
又
か
な
ら
ず
謡
出

す
。
此
あ
ひ
の
謡
の
位
を
、
又
大
・
小
の
鼓
、
よ
く
覚
お

き
て
、
後
の
出
は
、
一
せ
い
に
て
も
或
ハ
一
せ
い
に
て
な
き

能
に
て
も
、
我
物
に
は
や
し
打
て
、
扨
太
夫
出
て

う
た
ひ
出
す
時
、
初
の
あ
ひ
の
謡
の
位
を
そ
む
か
ず
、

た
が
へ
ず
、
其
位
に
は
や
し
打
て
、
太
夫
に
わ
た
す
物

―　　―��

也
。
太
夫
、
又
初
の
中
入
之
位
を
す
て
ず
、
わ
す
れ
ず
お

き
て
、
其
位
に
う
た
ひ
出
し
、
扨
後
の
さ
し
を
う
た

ふ
時
に
、
又
此
位
に
う
た
ふ
物
也
。
是
を
く
つ
か
ぶ
り

と
号
し
て
、
芸
し
や
の
一
大
事
也
。�

《　

》
��

一
、�

ふ
ミ
留
る
あ
し
は
、
次
第
の
あ
し
、
根
本
也
。
此
あ

し
の
ご
と
く
、
行
ど
ま
り
、
一
つ
引
て
す
ゆ
る
足

を
云
也
。
左
右
前
後
を
し
め
た
る
道
理
を
以
て
、

ふ
ミ
留
る
足
と
ハ
号
也
。
名
乗
や
う
な
る
事
に
有
。

但
、
脇
か
た
に
ハ
、
其
ま
ゝ
行
が
ゝ
り
に
ふ
ミ
す
へ
て
、

あ
と
へ
引
あ
し
を
す
べ
か
ら
ず
。
是
、
太
夫
と

脇
と
の
か
ハ
り
也
。
扨
太
夫
の
習
に
ハ
、
わ
き
能
、
お

と
こ
能
、
現
在
の
能
、
し
ゆ
ら
能
、
何
も
陽
分

の
た
し
か
な
る
能
に
ハ
、
ふ
ミ
留
る
足
よ
し
。
或
ハ

影
の
能
の
後
の
出
は
、
又
ハ
ぬ
え
の
前
、
藤
戸
の

後
、
善
知
鳥
の
前
後
、
梅
が
え
の
後
、
か
や
う
の

陰
分
の
能
に
て
、
と
を
く
ほ
の
か
に
出
る
類
ひ
、

或
ハ
よ
び
か
け
な
ど
の
能
ハ
、
ミ
な
行
が
ゝ
り
に

立
物
也
。
謡
の
文
句
に
て
し
る
ゝ
事
な
れ
ば
、

悉
は
書
し
る
す
に
お
よ
ば
ず
。

（
頭
注
）
一
、
ふ
ミ
留
る
一
声
ハ
、
／
ふ
し
に
て
乗
リ
、
／
謡

事
に
多
シ
。
／
或
ハ
こ
と
ば
ニ
て
／
謡
出
シ
、
或
ハ
論
／
義
、

或
ハ
さ
し
声
／
な
ど
に
謡
フ
類
／
ハ
、
ふ
ミ
と
め
ぬ
と
心
／

え
べ
し
。
譬
ば
、
／
高
砂
・
松
風
ノ
類
、
／
初
の
出
は
、
ふ

ミ
留
ル
／
ふ
し
謡
也
。
扨
、
／
通
盛
「
す
ハ
遠
山
／
寺
」、

芦
刈
に
「
あ
し
／
引
の
山
こ
そ
か
す
め
」、
／
班
女
に
「
春

日
野
の
／
雪
ま
を
分
て
」、
／
桜
川
に
「
い
か
に
／
あ
れ
な
る

道
行
／
人
」、
是
等
ノ
類
、
ミ
な
／
ふ
ミ
と
め
ぬ
一
声
／
と

知
べ
し
。

一
、�

ふ
ミ
留
る
拍
子
と
云
事
あ
り
。
相
生
の
能
の�

【　

】
��

お
ハ
り
に
、「
さ
つ� �

の
こ
ゑ
ぞ
た
の
し
む
」
と
お
さ

む
る
時
に
、「
た
」
の
字
に
右
足
、「
の
」
の
字
に
左
足
を
ふ
ミ

あ
て
ゝ
、「
む
」
の
字
に
右
足
を
ふ
ミ
あ
つ
る
也
。
文
句

に
そ
ろ
へ
し
と
む
る
に
よ
り
、
首
尾
を
合
る
道

理
を
以
て
、
祝
言
の
拍
子
〈
ト
〉
号
す
。
わ
き
能
斗
に

ふ
む
事
と
知
べ
し
。
外
の
能
ハ
、
ふ
ミ
と
め
の

拍
子
を
、
字
を
一
字
二
字
あ
と
に
の
こ
し
て
ふ
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ミ
と
む
る
事
、
習
也
。
扨
、
是
に
あ
う
ん
の
あ
し
有
。

い
さ
ゝ
か
弟
子
に
を
し
へ
べ
か
ら
ず
。
ふ
ミ
留
る
時
に
、

左
り
の
足
は
つ
ま
さ
き
も
き
び
す
も
、
と
も
に
其

ま
ゝ
上
て
ふ
む
也
。
右
の
あ
し
ハ
つ
ま
さ
き
を
付

て
、
き
び
す
を
上
て
ふ
む
物
也
。
神
代
よ
り
こ
の

例
あ
り
。
世
に
是
を
し
る
事
な
し
。

一
、�

当
家
の
宗
観
が
曰�
、�「
太
鼓
の
す
え
の
桴
を
う
た

ク

ず
。
是
、
祝
言
を
む
す
ぶ
習
と
云
。
太
こ
ご
と
に
あ

る
事
に
あ
ら
ず
。
座
敷
に
て
も
、
舞
台
に
て

も
、
一
日
の
能
之
終
に
、
き
り
の
太
こ
一
番
を
、
つ�

【　

】
��

ね
の
ご
と
く
に
打
と
め
ず
、
打
こ
ミ
て
、
頭
一
つ
打
て

後
、
右
の
か
た
ば
ち
斗
に
て
、「
お
」
と
云
息
に
て
、
少

打
付
う
つ
ば
か
り
の
位
に
打
ゆ
へ
に
、
う
た
ず
と

は
云
事
也
。「
お
」
と
云
息
に
打
留
る
理
ハ
、
大
・
小
の
鼓

の
か
け
声
、「
や
」
と
云
声
に
打
留
る
、
是
、
哉
阿
の
出
る

息
に
て
、
陰
分
斗
に
留
る
な
れ
ば
、
�
吽
の
入

息
ノ
陽
を
ふ
く
ミ
て
打
留
る
事
、
祝
言
の
理
也
」

と
云
。
そ
れ
が
し
曰�
、�「
物
毎
に
、
ひ
ら
く
ハ
陽
、
と
づ
る
ハ

ク

陰
、
出
る
ハ
陽
、
入
は
陰
也
。
此
所
い
か
ゞ
」
と
と
ふ
。
宗
観
が

云
ク
、「
物
に
よ
り
事
に
よ
る
儀
に
て
候
。
人
の
息
ハ
、
入

は
陽
、
出
る
ハ
陰
の
せ
う
こ
あ
り
。
人
の
生
る
ゝ
時
ハ
、
口

を
ふ
さ
ぎ
、
吽
と
云
こ
も
る
息
に
て
生
る
ゝ
事
、
必
定

也
。
死
す
る
時
ハ
、
口
を
あ
き
、
阿
と
云
息
の
出
は
な
れ

て
、
腹
に
ハ
息
の
た
ね
も
な
し
。
爰
を
以
て
わ
き

ま
へ
給
へ
。
桴
も
か
す
か
に
か
す
め
る
事
、
な
ら
ぬ
は

陽
、
な
る
ハ
陰
、
鼓
・
太
こ
は
な
る
物
に
て
、
音
を
頂
上

に
打
上
て
、
ミ
て
る
所
を
陰
に
と
り
、
な
る
物
の
少�

《　

》
��

な
り
て
、
す
え
ふ
か
き
お
と
を
ふ
く
む
を
陽
の
大

気
と
申
」
と
い
ひ
し
、
尤
と
こ
そ
覚
る
な
れ
。

一
、�

ふ
ミ
と
め
ざ
る
足
は
、
前
に
も
云
ご
と
く
、
文
句
に
よ
り
、

行
が
ゝ
り
に
そ
の
ま
ゝ
立
あ
し
を
云
也
。
前
後
し
め

た
る
ふ
ミ
と
む
る
足
、
こ
れ
あ
る
を
以
て
、
陰
の
能
の

ふ
ミ
と
め
ず
、
よ
ハ
き
理
立
事
也
。
影
の
能
・
顕
の
能

も
、
か
や
う
の
か
ハ
り
有
を
以
て
、
い
よ� �

其
理
立

事
也
。
さ
れ
ば
、
影
の
能
な
れ
ば
と
て
、
仕
舞
も

せ
ず
に
ま
ハ
る
斗
に
て
、
立
く
ら
し
た
る
事
に
て

―　　―��

も
な
し
。
前
後
左
右
を
し
め
た
る
事
を
、
せ
ま
じ

き
と
の
法
度
と
知
べ
し
。
雲
間
よ
り
出
、
海
よ
り

上
り
、
く
ら
ま
ぎ
れ
よ
り
ほ
の
見
ゆ
る
類
ハ
、
ふ
ミ
と
め

ぬ
定
り
也
。

一
、�

か
ハ
る
足
と
云
習
あ
り
。
た
と
へ
ば
右
へ
一
つ
ま
ハ
り
、

又
間
も
な
く
右
へ
ま
ハ
る
仕
舞
、
お
な
じ
や
う

な
れ
ば
、
き
ら
ふ
事
な
れ
共
、
文
句
に
よ
り
、

右
へ
ま
ハ
ら
で
は
か
な
ハ
ざ
る
仕
舞
あ
り
。
其
時
ハ
、�

《　

》
��

右
の
足
を
左
り
へ
ふ
ミ
越
、
右
足
一
つ
ふ
ミ
て
、
則
、

右
足
を
右
へ
引
、
面
を
切
て
、
右
へ
ま
ハ
る
也
。
左

り
へ
ま
ハ
り
た
る
代
な
る
ゆ
へ
に
、
代
る
足
と
是

を
名
付
。
又
左
り
へ
ま
ハ
り
、
二
つ
つ
ゞ
く
時
ハ
、
左
足

を
右
へ
ふ
ミ
越
て
、
左
足
一
つ
ふ
ミ
、
左
足
を
引

て
、
面
を
き
り
、
左
り
へ
ま
ハ
る
也
。

一
、�

た
ち
あ
し
と
て
、
き
ら
ふ
法
度
あ
り
。
前
の
か
ハ
る

あ
し
の
ご
と
く
に
、
右
に
て
も
左
り
に
て
も
、
ふ
ミ

出
し
て
引
あ
し
を
、
其
ま
ゝ
ひ
く
ハ
、
た
ち
足

也
。
出
る
も
引
も
、
か
た
あ
し
に
て
、
二
つ
は
こ
ぶ
事

な
れ
ば
、
重
足
に
て
、
是
を
き
ら
ふ
。
た
と
へ
ば
、
右
を

ふ
ミ
出
し
な
ば
、
左
足
を
そ
と
ふ
ミ
な
を
し
、
扨
、

右
足
を
引
べ
き
也
。
又
左
足
を
ふ
ミ
出
し
て
は
、

右
を
少
ふ
ミ
な
を
し
て
、
扨
、
左
足
を
引
べ
き

也
。
代
る
足
を
引
時
も
、
も
ち
ろ
ん
此
法
度
に

す
べ
し
。
鼓
に
も
、
重
言
と
て
、「
は
」「
や
」
の
掛
声
に

習
あ
り
。�

《　

》
��

一
、�

ぬ
き
足
と
て
、
き
ら
ふ
法
度
あ
り
。
き
び
す
を
あ

と
へ
は
ね
て
あ
ゆ
ミ
、
或
ハ
拍
子
を
ふ
む
時
に
も
、

き
び
す
を
あ
と
へ
は
ね
る
を
云
。
又
引
時
に
も
、

つ
ま
さ
き
を
付
、
き
び
す
を
上
て
引
を
き
ら
ふ
。

皆
礼
法
の
定
り
と
知
べ
し
。
礼
記
曲
礼� ���
曰
ニ

�
、�「
行

ク

� ���トキ
ハ

不� �
挙� �
足�
、�
車
輪

ヲ　

� ���
如� ���
曳� ����
踵　
����

」
云
々
。
ま
た
千
字
文
に
も
、

ノ 

シ 

ガ 

ク
ビ
ス
ヲ

「
矩－

歩
引－

領
」
と
あ
り
。
あ
ゆ
む
に
も
引
に
も
、
悉� ���ク

礼
法
の
定
り
有
て
、
わ
た
く
し
な
る
事
ハ
あ

し
し
。

一
、�

順
の
あ
し
と
ハ
、
よ
ろ
づ
ふ
ミ
と
め
、
引
と
め
た
る
足

よ
り
出
る
事
、
順
に
て
よ
し
。
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一
、�

逆
の
あ
し
と
て
、
き
ら
ふ
事
ハ
、
或
ハ
一
さ
し
舞

出
さ
ん
と
て
、
た
と
へ
ば
左
足
一
つ
ふ
ミ
、
其
足
ハ
其

ま
ゝ
あ
り
て
、
右
足
よ
り
あ
ゆ
ミ
出
し
、
或
ハ
ふ
ミ

と
め
引
と
め
た
る
足
を
、
其
ま
ゝ
お
き
て
、
別
の

あ
し
よ
り
あ
ゆ
ミ
出
す
事
、
逆
に
て
わ
ろ
し
。�

【　

】
��

又
も
じ
り
足
と
て
、
或
ハ
左
り
へ
ま
ハ
ら
ん
と
て
は
、

右
の
あ
し
を
左
足
よ
り
左
り
へ
ふ
ミ
越
、
ね
ぢ

ま
ハ
り
、
身
を
そ
む
く
に
よ
り
、
も
ゝ
に
て
こ
ぢ
、
も

じ
り
あ
し
に
な
る
。
是
、
古
来
よ
り
き
ら
ふ
あ
し

な
れ
ば
、
よ
く
た
ん
れ
ん
す
べ
き
也
。
右
へ
ま
ハ
ら
ん
と

す
る
時
に
も
、
右
足
よ
り
ひ
だ
り
の
あ
し
を
さ
き

に
ふ
ミ
越
て
、
行
事
な
し
。
立
花
に
も
、
十
も
ん

じ
と
て
、
見
ぐ
る
し
け
れ
ば
、
是
を
き
ら
ふ
。
惣
じ

て
、
手
に
ま
ふ
も
、
あ
し
に
は
た
ら
く
も
、
身
に
そ�

【　

】
��

�

　
（
以
下
欠
）

（
頭
注
）
寛
永
五
戊
辰
年
／
三
月
三
日
、
織
田
ノ
／
常
真
公
御

相
伝
。／
手
足
面
身
背
離
／
直
身
ト
テ
、
身
ヲ
／
離
、
身
ヲ
背

ク
事
、
／
手
足
ニ
ナ
キ
様� ���
舞
／
モ
ノ
也
。
併
文
句
ニ
／
ヨ
ル

ニ

ト
知
事
、習
也
。／
譬
バ
、「
伊
勢
や
お
ハ
り
／�　
　
　
　
　

立
波
を
／�　
　
　
　
�
マ
ハ
□
□
、
／�

【　

】
��

東
国� ���
下
レ
バ
、
伊
勢
・
／
ヲ
ハ
リ
ノ
海
ハ
右
也
。
此
／
故
ニ

ニ

身
ヲ
不
背
、
身
／
半
分
ニ
カ
ケ
テ
、
指
／
マ
ハ
ス
也
。

或
ハ
「
庭
に
ハ
／
池
水
を
た
ゝ
へ
」
／
な
ど
ゝ
云
モ
、
目
前

ノ
／
体
迄
ナ
レ
バ
、
身
半
分
／
之
扇
也
。

「
げ
に
や
ミ
な
人
は
」
ト
云
、
或
ハ
／
「
十
方
の
世
界
」
ナ

ド
ヽ
云
ハ
、
／
事
広
キ
云
分
ナ
レ
バ
、
／
身
ヲ
背
マ
ジ
キ
理

ナ
シ
。
／
イ
□
ニ
モ
左
リ
ヨ
リ
／
右
ヘ
モ
、
右
ヨ
リ
左
リ
ヘ

モ
、
／
大
キ
ニ
サ
シ
マ
ハ
ス
事
、
／
シ
カ
モ
是
習
也
ト
／
宣

フ
。

又
も
じ
り
足
モ
文
句
ニ
／
ヨ
ル
也
。
譬
バ
組
臥
シ
、
／
或
骨

返
リ
ス
ル
時
ハ
、
／
ミ
ナ
足
モ�
□
ル�
也
。�

【　

】

（
ジ
カ
）

��

�

　
（
以
下
欠
）

　
（
料
紙
複
数
枚
脱
落
）

（
前
行
欠
）
て
肝
筋
を
な
す
。
木
よ
り
火
を
生
じ
て
心
血
を

―　　―��

な
す
。
火
よ
り
土
を
生
じ
て
脾
肉
を
な
す
。
土
よ
り

金
を
生
じ
て
肺
皮
を
な
す
。
か
く
の
ご
と
く
、
腎

ハ
五
臓
之
根
元
な
れ
ば
、
能
を
骨
と
号
す
る
也
。
扨
、

皮
・
肉
・
骨
の
色
ど
り
と
ハ
、
鼓
に
謡
を
の
せ
て
や
る
物

也
。
謡
に
仕
舞
を
の
せ
て
や
る
を
、
真
の
上
手
芸
と

す
。
扨
又
、
皮
の
色
ど
り
に
て
出
来
る
能
あ
り
。
肉
の

色
ど
り
に
て
出
来
る
能
あ
り
。
骨
の
色
ど
り
に
て

出
来
る
能
あ
り
。
此
所
を
よ
く
習
べ
し
。
是
を

知
わ
く
る
を
以
て
、
心
・
意
・
職
に
か
な
ふ
儀
也
。
舞
身

し
ほ
の
面
白
き
太
夫
、
職
。
是
を
舞
手
と
云
。
手

だ
て�
の
□
分�
面
白
き
を
、
意
。
是
を
仕
舞
し
と
云
。

（
作
カ
）

物
を
知
、
位
の
面
白
き
を
、
是
を
能
し
と
云
。
真
の
心

の
芸
し
や
な
り
。
よ
く� �

可
伝
受
者
也
。

一
、�

皮
肉
の
堺
を
舞
と
云
事
あ
り
。
是
ハ
只
物
の
あ

や
の
し
れ
ざ
る
所
を
云
と
お
も
へ
り
。
い
さ
ゝ
か
必
其
儀

に
あ
ら
ず
。
皮
ハ
は
や
し
物
、
肉
は
謡
也
。
鼓
の
ひ
や
う
し
、�【
１
】

た
が
へ
ぬ
也
。
お
ろ
そ
か
に
お
も
ふ
べ
□
□
ず
。

　
　
　

吉
凶
の
事

一
、�

さ
れ
ば
此
舞
ハ
、
こ
と� �

く
吉
に
て
、
不
吉
の
舞

と
云
れ
ひ
ハ
な
し
。
然
共
、
方
が
く
を
ち
が
へ
、
さ
し
合

を
う
た
ひ
舞
、
陰
陽
を
た
が
へ
ぬ
れ
ば
、
天
地
さ
か

し�
ふ�
に
な
し
た
る
理
あ
れ
ば
、
吉
も
必
不
吉
に

（
ま
）

な
る
べ
し
。
此
き
よ
く
を
能
と
名
付
よ
と
の
観
世

音
の
御
じ
げ
ん
也
。
方
が
く
と
云
に
、
習
あ
る
は
、
ほ
の

� �

と
あ
く
る
夜
の
、
か
た
ぶ
く
月
の
入
日
な
ど
ゝ

て
、
西
よ
東
よ
と
見
る
文
句
、
物
毎
に
是
お
ほ
し
。

こ
の
方
が
く
の
さ
う
い
な
き
や
う
に
心
を
つ
く
る

事
、
せ
ん
也
。
色
の
目
付
と
号
し
て
、

　
　

北
は
黄
に
南
ハ
あ
ほ
く
東
し
ろ

　
　
　

に
し
ぐ
れ
な
ひ
に
そ
め
い
ろ
の
山

し
ゆ
ミ
の
四
し
う
の
色
を
か
た
ど
り
、
此
色
の
文
句

の
時
は
、
定
り
て
此
方
を
見
べ
し
。
是
、
陰
陽

の
こ
ん
ぼ
ん
也
。
然
共
、
貴
人
の
御
か
た
、
或
ハ
正
面�

《
２
》

へ
う
し
ろ
の
む
く
事
を
慮
外
と
し
、
法
度
に

す
る
な
れ
ば
、
所
に
よ
り
て
、
方
が
く
の
合
せ
が
た

き
事
あ
り
。
其
時
は
、
東
と
南
と
ハ
、
お
な
じ
陽
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に
て
、
ひ
と
つ
也
。
西
と
北
と
ハ
、
こ
れ
陰
な
れ
ば
、
同

意
な
り
と
知
べ
し
。
此
方
を
見
て
も
さ
し
て
も
、

く
る
し
か
ら
ぬ
お
き
て
也
。
則
是
を
引
歌
に
、

　
　
　

ひ
が
し
よ
り
南
は
陽
の
か
た
な
れ
ば

　
　
　
　

に
し
と
北
と
は
お
な
じ
陰
な
り

其
外
の
陰
陽
ハ
、
こ
と� �

く
書
つ
く
し
が
た
し
。
よ

ハ
是
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
た
ん
れ
ん
す
べ
き
も
の
也
。

一
、�

御
陣
・
廟
の
ま
つ
り
、
舞
台
・
橋
が
ゝ
り
の
か
ざ
り
、

太
夫
・
や
く
し
や
の
出
や
う
、
御
の
書
を
よ
く
さ
う

で
ん
す
べ
し
。
是
を
ぶ
た
ん
れ
ん
に
心
え
ぬ
れ
ば
、
必
、

吉
も
不
吉
に
な
る
べ
し
。

一
、�
太
夫
の
し
か
た
ハ
、
ゆ
が
三
み
つ
の
得
儀
也
と
、
聖
徳
太
子

の
御
き
ん
げ
ん
、
あ
き
ら
か
に
見
え
た
り
。
そ
れ
ゆ

が
と
ハ
、
さ
か
ひ
の
さ
う
お
う
、
行
の
さ
う
お
う
、
果
の
さ�
《
３
》

う
お
う
、
三
み
つ
と
ハ
、
身
と
口
と
こ
ゝ
ろ
と
の
、
三
つ
の

秘
事
を
能
に
お
こ
な
ふ
大
事
あ
り
。
よ
く
御
の

書
を
伝
受
す
べ
し
。

一
、�

能
い
ま
だ
は
じ
め
ざ
る
内
は
、
が
く
屋
に
て
鼓
・
太
こ
は

い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、
よ
ろ
づ
物
お
と
の
せ
ざ
る
や
う
に
、
ゆ
ひ

合
も
さ
ゝ
や
き
あ
ひ
て
、
物
し
づ
か
に
す
べ
し
。
し

ぜ
ん
鼓
し
ら
べ
度
、
太
こ
の
心
見
聞
度
お
も
ハ
ば
、
ゆ

び
さ
き
に
て
、
い
か
に
も
少
、
四
方
へ
き
こ
へ
ざ
る
や
う
に
、
物

か
げ
に
て
な
ら
し
見
べ
し
。
陰
陽
い
ま
だ
ひ
ら

け
ざ
る
内
に
、
物
お
と
を
さ
せ
ぬ
れ
ば
、
其
能
か
な
ら

ず
不
吉
に
な
る
ぞ
と
、
御
示
現
の
お
も
む
き
也
。

一
、�

能
い
ま
だ
は
じ
ま
ら
ざ
る
内
に
、
が
く
屋
よ
り
舞

台
へ
人
の
出
入
さ
せ
べ
か
ら
ず
。
夜
の
能
、
或
ハ
ざ
し

き
能
に
も
、
能
之
内
に
と
も
し
火
を
か
ゝ
げ
、
或
ハ
人

の
、
あ
な
た
こ
な
た
と
舞
台
を
あ
り
く
事

な
か
れ
。�

【
４
】

一
、�

お
き
な
の
次
第
。
が
く
屋
の
座
は
い
、
つ
ぶ
さ
に
別
書
に

あ
ら
ハ
す
。
よ
く� �

可
伝
受
也
。
さ
て
出
る
に
、
ま
く
を
上
、

じ
ゆ
も
ん
し
つ
ね
ん
な
き
や
う
に
と
な
へ
、
扇
の
か
な
め
の

か
た
を
さ
き
に
し
て
、
御
伝
受
の
ぼ
ん
じ
、
筆
法
た

が
へ
ず
、
よ
く
書
事
、
せ
ん
也
。
十
二
段
の
ま
く
、
い
づ
れ
も

同
前
也
。
次� ���
ま
く
の
上
や
う
ハ
、
左
右
に
一
人
づ
ゝ
竹
を

ニ

―　　―��

も
ち
て
、
竹
に
て
上
べ
し
。
我
右
に
立
人
は
、
左
り

の
手
を
上
へ
あ
げ
、
右
の
手
ハ
下
な
る
べ
し
。
我
左� ���リ

に
立
人
は
、
右
の
手
を
上
へ
あ
げ
、
左
り
の
手
ハ
下
に

す
べ
し
。
是
、
ち
が
ひ
ぬ
れ
ば
、
必
、
さ
い
な
ん
来
る
。
よ
く� �

心
え
べ
き
事
也
。

　
　

△�
五
構
の
事

一
、�
三
・
仏
・
蓮
・
金
・
葉
と
て
、
前
に
付
る
手
と
、
す
ぐ
に
お

ろ
す
手
と
、
物
を
き
て
か
ま
へ
る
手
と
、
物
を
持
て

立
た
る
手
と
、
さ
ま� �

に
舞
ひ
ら
き
た
る
手
と
、

五
し
な
に
か
ハ
る
事
也
。
印
の
な
り
を
絵
に
書
畢
。

絵
図
を
せ
う
こ
に
た
ん
れ
ん
す
べ
し
。�

《
５
》

　
　
　
　
　
　

両
の
乳
の
と
を
り
を
両
の
手
の
は
づ
れ

　
　
　
　
　
　

に
な
し
て
、
帯
し
の
下
は
づ
れ
に
手
を
付
る
。

�

右
は
、
い
づ
れ
も
手
を
前
の
お
び
し
の
下
に
付
る

た
ぐ
ひ
、
此
位
と
知
べ
し
。
ひ
ぢ
の
の
く
事
、
女
ハ
み

な
、
ど
ふ
に
ひ
ぢ
を
付
べ
し
。
う
つ
ほ
そ
う
、
ぜ
う
の
た

ぐ
ひ
は
、
ど
ふ
よ
り
ひ
ぢ
、
少
の
く
。
其
外
の
能
の
た

ぐ
ひ
は
、
そ
れ� �

の
か
つ
こ
う
た
る
べ
し
。
あ
し
の

き
び
す
ハ
、
両
あ
し
の
中
に
二
あ
し
入
ほ
ど
の
位
。

但
、
弟
子
に
ハ
、
寸
法
を
定
、
な
ら
ひ
た
し
か
に
伝
べ
し
。

　
　
　
　
　

手
を
さ
し
の
べ
て
、
乳
よ
り
ゆ
び
さ
き
ま
で

　
　
　
　
　

寸
を
と
り
、
其
寸
を
両
へ
ひ
ら
き
た
る
う
で

　
　
　
　
　

く
び
に
引
合
て
、
其
寸
の
ひ
ろ
さ
に
ひ
ら
く
。

�
（
次
の
料
紙
一
枚
分
錯
簡
に
よ
り
、
位
置
を
正
す
）�

【
６
】

右
は
、
か
い
な
ひ
ら
き
、
う
で
を
す
ぐ
に
お
ろ
す
ま
で
に
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て
、
さ
の
ミ
大
き
に
ひ
ろ
げ
ざ
れ
ば
、
大
口
き
た
る
そ
う
、
白

ゑ
、
み
づ
衣
き
た
る
た
ぐ
ひ
の
太
夫
の
な
り
と
知
べ
し
。
あ

し
の
ひ
ら
き
ハ
前
と
お
な
じ
。

　
　
　
　
　
　
　

立
た
る
あ
し
よ
り
、
乳
ま
で
寸
を
と
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　

其
た
け
を
、
ひ
ら
き
た
る
両
の
手
の
、
う
で

　
　
　
　
　
　
　

く
び
ま
で
引
合
て
、
其
寸
の
ひ
ろ
さ
に

　
　
　
　
　
　
　

手
を
ひ
ら
く
べ
し
。

�右
は
、
舞
時
の
手
の
ひ
ら
き
。
此
位
と
知
べ
し
。
い

か
に
ひ
ら
く
と
云
と
も
、
こ
ぶ
し
、
へ
そ
だ
け
を
過
て
上

る
事
、
わ
ろ
し
。
身
を
は
な
れ
て
、
手
を
上
ひ
ら

く
事
、
ゐ
ん
ミ
や
う
に
そ
む
く
に
よ
つ
て
、
大
き
な�

《
８
》

る
不
吉
也
。
一
文
一
句
の
さ
し
扇
ハ
、
引
つ
め
た
る
な
り

の
外
也
。
く
る
し
か
ら
ず
と
知
べ
し
。
あ
し
ハ
両
あ
し

の
中
に
、
三
あ
し
入
ほ
ど
ゝ
し
め
し
給
ふ
。

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
の
手
に
寸
法
な
し
。
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
る
物
の
か
つ
こ
う
に
お
ふ
ず
。

右
は
、
何
に
て
も
手
に
持
た
る
時
の
、
定
り
と
知
べ
し
。

か
た
に
物
を
持
た
る
時
ハ
、
も
た
ぬ
か
た
の
手
を
さ
げ
べ
し
。

陰
陽
上
下
に
な
る
所
、
此
ゐ
ん
ミ
や
う
の
根
本
也
。
然
共
、

目
よ
り
上
へ
上
る
事
、
あ
し
し
。
一
文
一
句
の
仕
舞

に
、
上
る
は
く
る
し
か
ら
ぬ
お
き
て
也
。
面
つ
き
も
、
持
た

―　　―��

る
道
具
に
よ
り
、
高
・
中
・
下
の
な
ら
ひ
あ
り
。
に
ぎ

り
こ
ぶ
し
、
ひ
ざ
の
お
れ
や
う
、
こ
と� �

く
、
持
た
る�

《
９
》

道
具
に
さ
う
お
う
を
か
ん
が
へ
べ
し
。

　
　
　
　
　

か
た
手
を
さ
し
の
べ
て
、
む
ね
の
ま
ん
中

　
　
　
　
　

よ
り
ゆ
び
さ
き
ま
で
、
寸
と
り
て
、
則
其
寸
を
、

　
　
　
　
　

両
へ
ひ
ら
き
た
る
う
で
く
び
に
を
し
あ
て
ゝ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
寸
の
ひ
ろ
さ
に
、
両
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
を
ひ
ら
く
べ
し
。

�右
は
、
何
に
て
も
、
上
に
う
ち
か
け
た
る
物
を�
き
た�

（
マ
マ
）

時
の
立
す
が
た
也
。
か
ま
へ
た
る
か
い
な
の
う
ち
、
ま
ろ
や

か
に
物
ひ
ろ
く
、
こ
ぶ
し
帯
し
の
と
を
り
ま
で
さ

げ
、
た
だ
そ
の
ま
ゝ
の
体
に
見
ゆ
る
事
、
よ
し
。
扇

も
手
の
な
り
に
さ
げ
べ
し
。
あ
し
ハ
、
舞
手
の
く

ら
ひ
よ
り
せ
ば
し
。

一
、�
右
、
五
構
の
外
に
、
べ
ち
に
か
ま
へ
た
る
体
、
す
べ
か
ら
ず
。

外
ハ
に
ん
さ
く
に
て
、
き
た
う
に
も
く
ど
く
に

も
さ
ら
に
な
ら
ぬ
ぞ
と
、
観
世
音
の
御
せ
い
や
く�

【　

】
��

也
。
極
楽
世
界
の
五
せ
つ
の
舞
ハ
、
ミ
な
か
く
の
ご

と
く
、
ゐ
ん
ミ
や
う
の
な
り
に
て
、
む
さ
と
ゐ
ん
に

は
づ
れ
た
る
事
ハ
、
仏
身
な
れ
ば
し
た
ま
ハ
ず
と
也
。

其
五
せ
つ
を
か
た
ど
り
て
、
今
我
な
す
所
の
能

な
れ
ば
、
神
も
の
う
じ
う
あ
り
て
、
仏
も
く
わ
ん
ぎ

し
給
ふ
儀
な
り
。
お
ろ
そ
か
に
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。

　
　

△�
七
体
の
事

一
、�
七
体
ハ
、
立
三
・
四
居
と
て
、
男
・
女
・
老
・
鬼
の
四
体
也
。

立
三

は
、
五
大
と
も
に
立
給
ふ
ゐ
ん
也
。
四
居
ハ
、
人
の
身
の
腰

は
、
水
大
に
あ
た
れ
ば
、
水
大
ふ
し
給
ふ
御
か
た
ち
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也
。
仏
言
お
そ
れ
あ
れ
ば
、
つ
ぶ
さ
に
ハ
い
ひ
が
た
し
。
御

の
書
を
よ
く
伝
受
す
べ
し
。

�

《　

》
��

�右
、
女
の
す
が
た
は
、
何
と
な
く
す
ぐ
に
し
て
、
前
に
少

か
ゝ
れ
る
ハ
ゆ
る
す
。
う
し
ろ
へ
そ
り
た
る
ハ
、
ゐ
ん
に
そ
む

く
。
身
の
か
ま
へ
も
、
す
ぼ
ミ
た
る
ゐ
ん
に
て
、
せ
ば
き
ハ

ゆ
る
し
、
ひ
ろ
き
ハ
不
吉
也
。
く
び
つ
き
も
、
や
ハ
ら
か
に

し
て
、
す
ぐ
な
る
を
よ
き
と
す
。

�

右
、
男
の
立
す
が
た
ハ
、
こ
し
に
ち
か
ら
有
て
、
そ
う
が
ゝ

り
に
立
べ
し
。
そ
り
た
る
ハ
、
ゐ
ん
に
そ
む
く
。
身
の
か

ま
へ
も
、
内
ひ
ろ
く
ひ
ら
き
た
る
、
ゐ
ん
也
。

�

《　

》
��

�右
、
お
に
の
立
す
が
た
ハ
、
こ
し
を
お
り
か
ゞ
め
て
、
つ
よ
ミ
に

か
ゝ
る
事
、
則
ゐ
ん
の
根
本
也
。
す
ぐ
に
立
ぬ
れ
ば
、
ゐ
ん

の
な
り
に
そ
む
く
。
面
を
あ
を
の
き
、
ゐ
く
び
成
べ
し
。

一
、�

四
居
ハ
、
水
大
ミ
な
ふ
し
た
る
ゐ
ん
也
。
故
に
下
に
座
し
、

水
大
を
折
也
。

�

―　　―��

�右
、
女
人
の
座
し
す
が
た
ハ
、
物
ち
い
さ
く
、
う
つ
く
し

く
、
つ
め
か
た
ま
り
た
る
体
、
ゐ
ん
の
な
り
の
こ
ん

ぼ
ん
な
り
。
猶
、
委
細
に
伝
受
す
べ
し
。

�
（
次
に
、
前
述
の
錯
簡
料
紙
が
入
る
の
が
本
来
。
以
下
に
本
文
掲
出
）�
【　

】
��

右
、
お
と
こ
の
座
し
す
が
た
ハ
、
水
大
と
も
に
地
大

も
お
り
て
、
ひ
ら
き
か
ま
へ
た
る
ゐ
ん
な
れ
ば
、
ど
う

づ
く
り
・
こ
し
づ
く
り
ハ
、
少
前
に
、
さ
う
が
ゝ
り
に
か
ゝ

り
、
弓
馬
の
こ
し
づ
く
り
、
よ
き
也
。

�右
、
老
人
の
座
し
す
が
た
ハ
、
地
大
・
水
大
と
も
に
お
り

て
、
外
に
あ
ら
ハ
る
ゝ
と
い
へ
共
、
す
ぼ
め
る
ゐ
ん
に
て
、
ひ

ら
く
事
な
し
。
只
、
女
の
座
し
た
る
に
、
少
物
ひ
ろ

き
位
と
知
べ
し
。
こ
し
に
ち
か
ら
を
入
べ
か
ら
ず
。

�
（
こ
の
直
後
の
料
紙
欠
脱
に
よ
り
本
文
逸
失
）�

【
７
】
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（
現
状
は
第　

紙
の
前
に
別
料
紙
を
挿
入
し
て
欠
脱
を
示
す
）

��

一
、
序
之
序
な
し
。
序
の
つ
ま
り
ハ
あ
り
。
破
に
越
る
事

を
ゆ
る
さ
ず
。
お
よ
ば
ざ
る
ハ
ゆ
る
す
。

一
、
破
の
序
な
し
。
破
の
つ
ま
り
ハ
あ
り
。
急
に
越
事

を
ゆ
る
さ
ず
。
ひ
と
し
き
ハ
ゆ
る
す
。

一
、
急
の
破
な
し
。
急
の
つ
ま
り
ハ
あ
り
。
あ
ハ
ざ
る
を

ゆ
る
さ
ず
。
は
や
き
は
ゆ
る
す
。
急
之
急
也
。

　
　

所
謂
三
段
の
外
に
、
初
る
所
の
位
は
な
し
。

　
　

右
之
趣� ���
一
子
之
外
、
聊
不� ���
可� �
相
伝� ���
者
也
。
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